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今後（3年程度）の 
中国事業への 
展開計画について 

拡大
50.0同規模を 

維持
38.9

国内・中国または 
第三国への事業展開の予定 
（『拡大』と回答した企業のみ） 

国内事業、 
中国ともに 
拡大
42.3

国内事業を 
そのままに 
中国を拡大 

46.2

未定 9.3
縮小 1.9

国内事業縮小し、 
中国を拡大 
（中国シフト型） 
3.8

中国とあわせて 
他国への海外事業も拡大 
（チャイナプラスワン型） 
7.7
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76.9販売・営業部門 

生産（汎用品）部門 

設計・デザイン部門 

研究開発部門 

総務管理部門 

生産（高付加価値品） 
部門 

現地顧客対応 
窓口部門 

61.5

23.1

15.4

11.5

3.8

0

（％） 

中国国内で拡大・強化する部門 
（拡大と回答した企業のみ・複数回答） 

雇用部門での経営課題（複数回答） 

従業員の賃金上昇 

従業員の定着率 

技術者の採用難 

中間管理職の採用難 

一般ワーカーの採用難 

その他 

管理職、現場責任者の 
現地化が難しい 

日本人出向者 
（役員）のコスト 
解雇、人員削減に 

対する規制 
労務問題（ストライキ、 
労働組合問題など） 

70.9

41.8

36.4

41.8

34.5

32.7

5.5

9.1

21.8

21.8
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査
概
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○
調
査
目
的
／
県
内
企
業
の
中
国
で
の
事
業

動
向
に
つ
い
て
、
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
調

査
し
、
本
県
経
済
界
の
中
国
で
の
ビ
ジ
ネ
ス

展
開
に
対
す
る
支
援
の
基
礎
デ
ー
タ
と
す
る
。 

○
調
査
期
間
／
平
成
19
年
9
月
21
日
〜
28
日

○
調
査
方
法
／
郵
送
に
よ
り
送
付
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

て
回
収

○
調
査
対
象
／
中
国
に
進
出
し
て
い
る
県
内

企
業
97
社

○
回
答
企
業
／
55
社
（
回
答
率
56
・
7
％
）

   ●
回
答
企
業
の
９
割
弱
が
中
国
で
の
事
業
展
開

を
『
同
規
模
維
持
』
も
し
く
は
『
拡
大
』
の
ス

タ
ン
ス
。
特
に
半
数
が
拡
大
志
向
で
あ
っ
た
。 

●
『
日
本
国
内
の
事
業
規
模
は
維
持
し
な
が
ら
』

中
国
で
の
事
業
展
開
を
拡
大
。 

●
拡
大
予
定
の
部
門
は
『
販
売
・
営
業
部
門
』

と
『
汎
用
品
の
生
産
部
門
』
が
多
い
。 

●
販
売
部
門
で
は
、『
価
格
の
値
下
げ
』と『
競
争
・

競
合
他
社
に
勝
つ
製
品
差
別
化
』
が
課
題
。 

●
生
産
部
門
で
は
、『
品
質
管
理
の
向
上
』
や
『
材

料
調
達
コ
ス
ト
の
低
減
』
が
課
題
。 

●
雇
用
部
門
で
は
、（
中
国
の
）
高
度
経
済
成

長
下
で
の
『
従
業
員
の
賃
金
上
昇
問
題
』
や

『
雇
用
の
安
定
的
確
保
』、『
有
能
な
人
材
の

採
用
』
が
課
題
。 

  

今
後
３
年
程
度
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
は
、『
拡

大
』
が
50
・
０
％
と
半
数
を
占
め
、
次
い
で
『
同

規
模
を
維
持
』
が
38
・
９
％
と
続
い
た
。
回
答
企

業
の
９
割
弱
か
ら
、
中
国
で
の
堅
調
な
事
業
展

開
、
生
産
面
や
販
売
面
で
の
発
展
性
や
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
見
据
え
た
事
業
戦
略
を
立
て
る
姿
勢

が
う
か
が
え
る
。 

特
に
『
拡
大
』
と
回
答
し
た
企
業
の
う
ち
、
９

割
弱
が
国
内
事
業
規
模
を
維
持
も
し
く
は
拡
大

し
な
が
ら
、
中
国
で
の
事
業
展
開
も
同
時
に
拡

大
さ
せ
て
い
く
意
向
も
示
し
て
い
る
。 

 

 

『
販
売
・
営
業
部
門
』
が
76・
９
％
、
次
い
で
『
生

産
（
汎
用
品
）
部
門
』
が
61
・
５
％
と
な
っ
た
。

こ
の
結
果
か
ら
は
、
拡
大
に
意
欲
的
な
企
業
で

は
、
巨
大
な
中
国
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
販
売
参
入

志
向
の
強
さ
が
う
か
が
え
た
。
ま
た
同
時
に
、

生
産
量
の
拡
大
を
図
り
、
汎
用
品
の
生
産
拠
点

と
し
て
さ
ら
に
強
化
し
て
い
く
傾
向
も
強
ま
っ

て
い
る
。 

ま
た
一
方
で
は
、『
生
産
（
高
付
加
価
値
品
）

部
門
』『
設
計
・
デ
ザ
イ
ン
部
門
』
と
い
う
、
こ
れ

ま
で
一
般
的
に
は
日
本
国
内
で
内
製
す
る
こ
と

に
よ
り
中
国
で
の
事
業
展
開
と
区
分
し
て
い
た

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
部
門
を
、
今
後
は
中
国
で

展
開
し
た
い
と
す
る
企
業
の
回
答
も
目
立
っ
た
。 

   

約
７
割
も
の
企
業
が
コ
ス
ト
（
＝
従
業
員
の

賃
金
上
昇
）
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
次
い

で
『
管
理
職
、
現
場
責
任
者
の
現
地
化
が
難
し
い
』

『
従
業
員
の
定
着
率
』
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
約
４
割
の
企
業
が
挙
げ
て
い
る
。 

現
地
で
の
コ
ス
ト
面
で
の
経
営
環
境
の
変
化

に
加
え
、
好
況
時
に
起
こ
る
従
業
員
雇
用
の
不

安
定
性
（
有
能
な
従
業
員
の
安
定
的
な
雇
用
維

持
）
が
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
、
従
業
員
と
し
て『
企
業
へ
の
帰
属
よ
り
も

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
と
高
賃
金
を
優
先
す
る
』
と

い
う
意
識
が
強
い
中
国
の
現
状
が
読
み
取
れ
る
。 

こ
う
し
た
中
で
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
優
れ
た

管
理
者
、
ま
た
有
能
な
技
術
者
の
採
用
や
育
成

に
も
苦
慮
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。 

本
調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、福
井
商
工
会
議
所 

地
域
事
業
課

（
℡
０
７
７
６-

３３-

８
２
５
３
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

―
中
国
の
発
展
見
据
え
た『
拡
大
・
維
持
』傾
向  

今
後
の
事
業
展
開
の
計
画 

―
『
中
国
マ
ー
ケ
ッ
ト
』へ
の
参
入
志
向
が
浮
き
彫
り
に  

拡
大
・
強
化
す
る
部
門 

―
人
材
の
安
定
的
確
保
に
苦
慮  

雇
用
部
門
で
の
経
営
課
題 

調
査
結
果
概
要 

『
市
場
』と
捉
え
る
傾
向
、顕
著
に 

 

―
福
井
県
内
企
業
の
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
調
査 

（
福
井
県
商
工
会
議
所
連
合
会
が
実
施
） 


